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私の制作機

東京　関口和男

作りやすい立体胴機　スカイ サンデー ｂ

７４７などでおなじみの関口和男さんより新作機の図面を提供していただきました。

今回の機体は セスナタイプの「スカイ サンデー ｂ」です。

一応「原寸」で掲載しましたが 印刷の都合で縮尺が異なってしまった場合は 翼幅１７６ｍｍを基準にして

調節していただければと思います。

作り方、

１、短い破線が 山折り、長めの破線が 谷折りになります。

２、垂直尾翼は 水平尾翼の中心線に合わせて接着しＴ字型の部品にしておきます。

３、胴体後部の太線部分は水平尾翼を後ろから差し込みますので、予め切れ目を入れておきます。

　　そして 折り線に軽く折り目を付けて丸め、接着し筒状にします。

４、「床補強」は 予め軽く丸みを付けて機首部分下側に内側から貼り付けます。

　　「はみだし部分」のラインが機首先端になるように前後位置を調節します。

　　接着乾燥後に機首部分からはみ出した部分は切り取ります。

５、「おもり１，２」は 床補強と三枚重ねになるように内側から貼ります。

　　これらも同様に機首部分からはみ出した部分は接着乾燥後に切り落とします。

６、胴体の「ねじれ」を修正したら主翼を上から乗せて取り付けます。

　　その後、コックピット部分を主翼の上から被せて接着します。

７、垂直尾翼,水平尾翼は 胴体の後ろから差込み、向きを修正した後、前縁,後縁部分に接着剤を塗ります。

８、胴体下部に フック と グリップを取り付けて完成です。

　　機首先端の穴部分には二つ折りにしたゴムスポンジを差し込みます。

作者 関口さんからは、

　「この胴体に皆さんのお好みの翼を取り付けて楽しんで頂ければ、と思っています。」

　　とのコメントを頂きました。

この図面は、武蔵野ＰＰニュース１０６号（2007年7月発行）に掲載されました。
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